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様式第１７号（第１２条関係） 

 

事業報告書 

(令和6年4月1日～令和7年3月31日) 

 

団体又は法人の名称  特定非営利活動法人まちづくり推進隊山本 

１ 事業の成果 

（１）全体評価 

新型コロナウイルス感染症は５類に移行しているが、今年度も引き続き感染防止対策

を実施しながら事業活動を行った。 

幼稚園農園運営協力活動や、竹林クラブ、まち町ファームなどの屋外活動を中心に、

充分に注意しながら実施できた。また、山本町を考える交流会にて、一昨年よりスター

トした「山本まち町マルシェ」を 3回開催するなど、今後につながる地域活動を実施で

きた。 

屋内事業としては、三豊市認知症カフェ事業の受託事業「おれんじドア『結』」を年間

通して開催し、126 名の参加があった。 

来年度は、推進隊山本として最終年度の活動となるだろうが、感染予防対策を怠るこ

となく実施しつつ、住民のために「何が出来るのか、何をすればよいのか」を常に問い

かけながら活動を実施していきたい。 

 

（２）重点事業の成果 

①自主防災会支援事業 

今年度は 6月に水防訓練、12 月に消火訓練を予定通り実施できた。9月に実施した

「防災講演会」は、「大規模災害時の救急活動」のテーマで、三観広域行政組合の次田

浩二氏に講師をお願いし、47名の参加者だった。 

②魅力あふれる地域づくり事業 

屋外活動がメインの事業を中心に実施した。まち町ファームでは、耕作放棄地利用

活動として推進隊山本会員による農園活動 5年目を実施した。じゃがいも収穫祭とサ

ツマイモ収穫祭を実施し、参加者は各 19 名ずつだった。 

③魅力発信事業 

山本町を考える交流会は、計画していた「栗ひろい」や「みかんちぎり」が開催で

きなかったが、「山本まち町マルシェ」を 3 回開催し、計 600 名以上の参加があった。

竹林クラブは、人を呼び込むための活動として整備を続け、5 回開催したタケノコ掘

りイベントには、町外を含め 69 名の参加があった。また、やまもとＩＣＴサークルで

は、夏休みに開催した「プログラミング教室 2024」に続き、春休みに「プログラミン

グ教室 in山本町 2025」を開催し、合計 13名の参加があった。 

 

（３）移譲業務他 

電話での問い合わせや住民からの要望にも適切に対応することができた。また、自治

会、地区衛生の事務局としても随時対応し、全般的には、つつがなく移譲業務を執行で

きた。 
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２ 個別事業報告書 
（1） 

事 業 名 魅力あふれる地域づくり事業（天神山ふれあいの森遊歩道整備） 

事 業 目 的 

 平成26年度より財田西地区老人会が主に企画して、共催事業と

して高齢者の地域貢献と健康維持、地域交流につながる「天神山

ふれあいの森」の遊歩道・展望台・キャンプ場及び梅園の整備活

動を、地域資源の有効活用の面からも支援する。 

事 業 内 容 
 遊歩道の落葉かき、草刈り、清掃作業、雑木の伐採等を行った。

参加者に対する費用弁償は年間１回。 

実 施 日 時  7/20  11/16 

実 施 場 所  天神山遊歩道・梅園 

受 益 者  山本町住民他 従事人数 2人 

本 事 業 の 評 価 
地域の老人会との共催事業とし

て、地域交流活動ができた。 

次年度以降の

実施予定 

 

継続・廃止 

決 算 額 

収入額       11,642円 支出額      11,642円 

 内訳 受取交付金 11,642円  内訳 消耗品費  8,784円 

      食糧費   1,166円 

      保険料   1,692円 

    

 
 
（2） 

事 業 名 
魅力あふれる地域づくり事業 

（耕作放棄地利用活動「まち町ファーム」） 

事 業 目 的 

 令和３年度より、参加者全員で作物を栽培していく形の農園と

して立ち上げた河内地区内の農地にて、栽培を行い、できた作物

は参加者に配分したり、推進隊の事業活動に利用するなど、眠っ

ている農地を有効利用する。 

事 業 内 容 

年２回収穫祭を行い、事業のアピールと共に参加者増につなげ

る。参加者は推進隊山本会員とし、年間参加費は5,000円×9名。

収穫祭参加費は一人500円とし、じゃがいも／さつまいも収穫祭を

実施した。 

作付け予定作物は、じゃがいも、さつまいも、玉ねぎ、落花生等

である。 

実 施 日 時 
4/29 5/25 6/8・16 7/21 9/21・23・29 10/27 11/10・18

 12/22 2/11 3/20 

実 施 場 所  細川農園 

受 益 者  山本町住民他 従事人数 24人 

本 事 業 の 評 価 

農園も収穫祭も多くの参加があ

り、参加者が充分満足できる活動

が出来た。 

次年度以降の

実施予定 

 

継続・廃止 

決 算 額 

収入額       95,810円 支出額       95,810円 

 内訳 受取交付金 31,810円  内訳 消耗品費  60,468円 

    受取負担金 64,000円     保険料    2,176円 

      食糧費    1,166円 

      地代家賃  20,000円 

     諸謝金   12,000円 
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(3） 

事 業 名 健全育成事業（山本幼稚園の農園運営協力活動） 

事 業 目 的 
 山本幼稚園の自然愛護活動・食育活動等に寄与することを目

的として、農園運営に対する協力を行う。 

事 業 内 容 

令和２年度より開設された山本幼稚園の敷地内の農園は、園

児たちが園生活の中で花や作物を育て、収穫し、消費するまで

を体験できる貴重な場である。 

幼稚園と連絡を取り合い、要望に沿って農園運営に協力する。

苗・種・肥料等は幼稚園が購入する。 

実 施 日 時  4/15・22 9/2・11 3/12 

実 施 場 所  山本幼稚園農園 

受 益 者  山本町住民他 従事人数 7人 

本 事 業 の 評 価 

園児が作物を育て、収穫し、消

費するまでを体験できる貴重な

場として協力できた。 

次年度以降の

実施予定 

 

継続・廃止 

決 算 額 
収入額        0円 支出額         0円 

    

 
 

（4） 

事 業 名 里山整備事業（ぼだい山登山道整備） 

事 業 目 的 

 景観の向上及び安全性の確保を目的として、登山道周辺の維持

管理を補助する。山本町の自然保護として、里山（ぼだい山）を

保護有効活用する目的で実施する。 

事 業 内 容 

 里山整備事業として登山道の整備を、辻地区社会福祉協議会、

辻地区有志、まちづくり推進隊会員と共に進めてきた。年数回の

整備と、冬の整備登山の消耗品費等を補助する。 

実 施 日 時  2/16 

実 施 場 所  山本町辻地区ぼだい山登山道周辺 

受 益 者  山本町民・登山愛好家 従事人数 1人 

本 事 業 の 評 価 
合同整備登山に参加し、地域団体

との協力関係を推進できた。 

次年度以降の

実施予定 

 

継続・廃止 

決 算 額 
収入額         0円 支出額         0円 
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(5) 

事 業 名 里山整備事業（立石山登山道の整備）  

事 業 目 的 
 山本町の自然保護と里山（立石山）の保護および有効活用とと

もに、町外からの登山者による地域活性化を図る。 

事 業 内 容 

 平成25年度からの継続事業であり、里山整備事業として登山道

の整備を、神田分館、地区社会福祉協議会、地区有志、まちづく

り推進隊会員と共に進める。登山道の急峻で危険な箇所やすべり

やすい箇所にステップや手摺ロープを設置してきた。今年度も、

従来より実施している草刈りや落葉掻きと共に、危険箇所注意の

看板や手摺ロープを更新するなど、維持管理を行う。 

実 施 日 時  11/17 

実 施 場 所  山本町神田地区立石山登山道 

受 益 者  山本町民・登山愛好家 従事人数 2人 

本 事 業 の 評 価 
登山道整備に参加・協力し、地域

団体との協力関係を推進できた。 

次年度以降の

実施予定 

 

継続・廃止 

決 算 額 

収入額        5,862円 支出額        5,862円 

 内訳 受取交付金  5,862円  内訳 消耗品費   3,294円 

      保険料     624円 

      食糧費    1,944円 

 
 

(6) 

事 業 名 里山整備事業（知行寺山登山道整備） 

事 業 目 的 

 手軽に登れる身近な場所の再発見として、知行寺山登山道整備

を公民館が企画し、知行寺山を山本町のパワースポットとし、地

域住民そして学校行事の一環として教育現場に取り入れて貰うた

め支援する。 

事 業 内 容 

 財田大野地区民話のひとつに、大野小学校創立百年誌の記念ア

ルバムにも記載され、又、平成 28 年９月 24 日付け四国新聞かが

わの「都市伝説」として紹介され金のニワトリが住んでいると言

われている知行寺山。 

里山整備事業として登山道の整備を、財田大野分館を中心に、

地区社会福祉協議会、地区有志、まちづくり推進隊会員と共に進

める。 

実 施 日 時   

実 施 場 所  山本町大野地区知行地山周辺 

受 益 者  山本町民・登山愛好家 従事人数 0人 

本 事 業 の 評 価 
登山道整備に参加予定だったが、

中止となった。 

次年度以降の

実施予定 

 

継続・廃止 

決 算 額 
収入額           0円 支出額          0円 

   食糧費      0円 
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(7) 

事 業 名 広報事業（山本町暮らしの情報） 

事 業 目 的 
 山本町内の行事・ごみ収集日などを、住民に周知することを目

的とする。 

事 業 内 容 

 保育所、幼稚園、小学校、中学校の行事予定・山本町公民館、

各分館等の行事・ごみ収集日など身近な情報を把握できるカレン

ダーを毎月発行する。 

実 施 日 時 
 4/23 5/24 6/21 7/23 8/22 9/24 10/25 11/21 12/23 

1/22 2/21 3/26 

実 施 場 所  事務所・山本支所会議室 

受 益 者  山本町住民 従事人数 3人 

本 事 業 の 評 価 

一ヵ月の予定が把握でき、町内の

各種行事に参加しやすくなってい

る。 

次年度以降の

実施予定 

 

継続・廃止 

決 算 額 

収入額       76,560円 支出額      76,560円 

 内訳 受取交付金 76,560円  内訳 消耗品費 76,560円 

    

 

 
(8) 

事 業 名 広報事業（広報紙の発行） 

事 業 目 的 

 まちづくり推進隊山本へ入会してもらう動機につなげるため、

まちづくり推進隊山本の活動を地域住民に知ってもらうことを目

的とする。 

事 業 内 容 

 会員相互の親睦をはかりながら年１回発行し、NPO法人まちづく

り推進隊山本の広報資料とする。今年度は第20号の発行となる。

発行月は、2月で、Ａ４サイズ４ページでの発行とした。 

実 施 日 時  2/1発行 

実 施 場 所  事務所 

受 益 者  山本町住民 従事人数 7人 

本 事 業 の 評 価 
推進隊山本の活動が、広く町民に

周知できている。 

次年度以降の

実施予定 

 

継続・廃止 

決 算 額 

収入額       82,500円 支出額       82,500円 

 内訳 受取交付金 82,500円  内訳 印刷製本費 82,500円 
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(9) 

事 業 名 魅力発信事業（山本町を考える交流会） 

事 業 目 的 

推進隊山本の活動を持続可能な活動とするには、女性の参加を

増やすことが第一と考える。 
そこで、女性の目線で自由に話せる場（意見交換会）や交流イベ

ントを、山本町の魅力を発信することを目的に企画する。 

事 業 内 容 

季節に応じた開催場所・内容を選定、テーマが多岐にわたるよ

う調整し、女性の目線で顔を合わせながら自由に話し合い、山本

町の課題解決を目指していく。 

NPO法人日和と共催で「山本まち町マルシェ」を、年間３回実施し

た（5/19、12/15、3/16）。 

実 施 日 時  5/18・19・12/15・3/16 

実 施 場 所  NPO法人日和 

受 益 者  山本町住民、会員 従事人数 60人 

本 事 業 の 評 価 

年間通してイベントとマルシェを

開催し、町民に推進隊の活動をア

ピールできた。 

次年度以降の

実施予定 

 

継続・廃止 

決 算 額 

収入額       67,038円 支出額       67,038円 

 内訳 受取交付金 23,538円  内訳 印刷製本費  8,800円 

    受取負担金 43,500円     消耗品費  31,916円 

      保険料   19,740円 

     通信運搬費  1,350円 

      食糧費    5,232円 

 

(10) 

事 業 名 魅力発信事業（やまもとICTサークル）  

事 業 目 的 

「情報発信の魅力」と「問題解決の楽しさ」を主目標とする。

まちの魅力発見とともに、風景や伝承をデータとして残していく。 

スマートフォン・タブレットに慣れ、地域ICT活用のきっかけと

する。 

ICTを活用した世代間交流の大切さを伝える。地域児童と会員の

交流機会を持つ。 

事 業 内 容 
「プログラミング教室 ロボットを動かそう！」を２回実施し、

地域課題をICTで解決する取り組みにつなげた。 

実 施 日 時  8/8 3/27 

実 施 場 所  山本支所２階大会議 

受 益 者  山本町住民、会員 従事人数 4人 

本 事 業 の 評 価 

夏・春休み企画として、家族でロ

ボットに触れることで、ICT活用の

きっかけ作りの場を提供できた。 

次年度以降の

実施予定 

 

継続・廃止 

決 算 額 

収入額       33,100円 支出額      33,100円 

 内訳 受取交付金 31,600円  内訳 消耗品費 23,100円 

    受取負担金  1,500円        諸謝金  10,000円 
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(11) 

事 業 名 魅力発信事業（竹林クラブ） 

事 業 目 的 

「放置竹林という空間を、魅力あるものに変えていき、いい時

間を提案する」という活動方針の元、様々な問題を引き起こして

いる竹林との付き合い方(整備、遊び)を学び、実践をしてきたが、

竹林の整備が進み、４年目は活動拠点としての利便性と過ごしや

すい空間づくりの共存をこれまでのアイディアに沿って進め、筍

掘りや花の栽培などの「地域交流の場」と、ワークショップなど

の「学びの場」を確立するための活動をしながら、持続可能な資

金の循環を作ることを目指す。 

事 業 内 容 
筍堀りましょー！を4月に5回実施し、大人60名、小人9名が参加

した。年間通じて適宜整備を行った。 

実 施 日 時 
 4/4・10・13・17・20・27 5/9 6/13 7/18・24 8/17 

9/18・10/17 12/5 1/23 2/13 3/13 

実 施 場 所  神田地区 岩倉氏所有の竹林 

受 益 者  山本町住民、会員 従事人数 34人 

本 事 業 の 評 価 
地域交流の場としてだけでなく、

竹林の魅力を発信できた。 

次年度以降の

実施予定 

 

継続・廃止 

決 算 額 

収入額       46,967円 支出額       46,967円 

 内訳 受取交付金 -20,033円  内訳 消耗品費  24,803円 

    受取負担金 67,000円     食糧費    4,664円 

     保険料    2,550円 

      地代家賃  10,000円 

      通信運搬費  4,950円 

 
(12) 

事 業 名 自主防災会支援事業（防災研修会・防災講演会） 

事 業 目 的 

山本町では、自治会単位、地区単位で自主防災組織が立ち上が

り活動しているが、南海トラフ大地震発生の予想、局地的集中豪

雨の発生等を踏まえ、山本町防災組織の体制づくりを見据えなが

ら、自主防災組織の支援・平時の防災啓発活動（体験研修・防災

講演会）を行うことを目的にする。 

事 業 内 容 
防災講演会 三観広域行政組合 救急課長 次田浩二氏講演

「大規模災害時の救急活動」 

実 施 日 時  9/7 

実 施 場 所  山本支所２階大会議 

受 益 者  山本町住民、会員 従事人数 10人 

本 事 業 の 評 価 

防災講演会を開催し、山本町民に

防災意識の向上を促すきっかけと

なった。 

次年度以降の

実施予定 

 

継続・廃止 

決 算 額 

収入額       34,550円 支出額       34,550円 

 内訳 受取交付金 34,550円  内訳 諸謝金    3,200円 

      新聞図書費 31,350円 
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(13) 

事 業 名 
危機管理事業（災害に強いまちづくり「防災訓練」「訓練用資機材貸

出」） 

事 業 目 的 

災害時に対応できる町民を増やし、また地域のリーダーとして

活動できる人材を育成するため、山本町住民や自主防災会などに

年2回防災訓練（水防訓練・消火訓練）を開催する。さらに親子防

災キャンプの体験により次世代を担う子どもたちの防災意識の熟

成を図る。 

また、防災訓練活動の支援のため推進隊山本で保有している資

器材の貸出を行う。 

事 業 内 容 

防災・減災に向けた防災啓発活動として、各自主防災会員と山

本町民、推進隊山本による項目別の防災訓練「水防訓練」、「消火

訓練」「防災デイキャンプ」を実施した。 

実 施 日 時 6/15・11/2・12/21  

実 施 場 所 
山本町保健ｾﾝﾀｰ北側車庫前・山本町公民館辻分館・財田川河川敷

運動公園駐車場  

受 益 者  山本町住民、会員 従事人数 31人 

本 事 業 の 評 価 
町民の防災意識の向上と、自主防

災会の活動支援が出来た。 

次年度以降の

実施予定 

 

継続・廃止 

決 算 額 

収入額       78,168円 支出額       78,168円 

 内訳 受取交付金 73,168円  内訳 消耗品費  65,462円 

    受取負担金  5,000円     食糧費    3,085円 

      保険料    9,621円 

    

 

(14) 

事 業 名 危機管理事業（応急救護所設置） 

事 業 目 的 

超高齢化社会の現在において、推進隊山本の活動参加者も、必

然的に高齢者となっている。推進隊山本が主催、共催する活動時

においても不測の事態発生時に適格な判断と適切な対応が求めら

れる。そこで、住民が安心して活動参加でき、推進隊山本のリス

ク管理に寄与する目的で実施する。 

事 業 内 容 事業実施時に、応急救護所を設置して緊急対応を行った。 

実 施 日 時 
 4/10・13・17・20・27 5/19 6/8・15 7/20 9/23  

11/2・16・17 12/15・21 2/16 3/16 

実 施 場 所  竹林・NPO法人日和・細川農園・宝山湖 

受 益 者  山本町住民、会員 従事人数 17人 

本 事 業 の 評 価 
安全に活動を行うための、リスク

管理ができた。 

次年度以降の

実施予定 

 

継続・廃止 

決 算 額 

収入額         0円 支出額          0円 

 内訳 受取交付金   0円  内訳 消耗品費     0円 
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(15) 

事 業 名 人材育成事業（活動参加仕組み作り） 

事 業 目 的 

まちづくり活動に参加し易い環境を整え、各会員が継続して活

動に参加できるような仕組み作りのシステム化を目的とする。会

員相互の一体感を強める効果と、活動を楽しみながら参加できる

システムを目指す。 

事 業 内 容 

昨年度より、さらなる会員参加を促すため、引き続き会員への

周知を行い、活動参加を促した。今年度のポイント達成者は15名

分だった。 

実 施 日 時  令和6年4月～令和7年3月 

実 施 場 所  山本町 

受 益 者  会員 従事人数 40人 

本 事 業 の 評 価 

記念品の交換額を引き下げたが、

マルシェ等の運営もスムーズにで

きるなど、活動参加者が増える仕

組みを提供できている。 

次年度以降の

実施予定 

 

継続・廃止 

決 算 額 

収入額        45,000円 支出額       45,000円 

 内訳 受取交付金  45,000円  内訳 諸謝金   45,000円 

       

 
(16) 

事 業 名 人材育成事業（プチボラ人材派遣活動）          

事 業 目 的 

会員の豊富な経験（特技・能力・専門知識等）を今後のまちづ

くり活動に活かし、推進隊山本の活動をレベルアップするために

「人材バンク」を創設。会員の豊富な経験を生かし、推進隊山本

として社会貢献できるシステムを構築する。事業内容を情報発信

し、他の団体に利用してもらう。 

事 業 内 容 
ウォーキングイベントの救護員2回（派遣１回に対し3,000円の

商品券を支給する。）。 

実 施 日 時  9/21・3/29 

実 施 場 所  山本町河川敷グランド 

受 益 者  会員 従事人数 2人 

本 事 業 の 評 価 

参加者への緊急対応が可能にな

り、安心してイベント活動ができ

るよう支援することができた。 

次年度以降の

実施予定 

 

継続・廃止 

決 算 額 

収入額       6,000円 支出額       6,000円 

 内訳 受取交付金 6,000円  内訳 諸謝金   6,000円 
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(17) 

事 業 名 高齢者生活サポート事業（おれんじドア「結」開催） 

事 業 目 的 

人生100年時代、認知症は「年をとればだれでもなる可能性があ

る」といわれていて、高齢者の最も多い関心事の一つです。（認知

症の人は2025年の推計472万人）そこでおれんじドア「結」の活動

は、地域住民が認知症に対して「正しい知識」を学び、旧い認知

症観を理解し、そして「認知症と共に地域で生活できる」そんな

地域共生社会の実現を目指しています。 

事 業 内 容 

・三豊市認知症カフェ事業の委託を受け、月 1 回活動しました。 

・メイン会場（老人ふれあいプラザ）７回開催。出張会場５回開

催 計12回開催 

・カフェは３部構成で実施しており、①専門職による「認知症に

ついてのミニ講話」と②作業療法士等による「認知症予防体操」、

そして③会話を中心とした「カフェタイム」で活動しております。 

実 施 日 時 
 4/17 5/31 6/19 7/9  8/21 9/19 10/16 11/15 12/18 

1/21 2/19 3/12 

実 施 場 所 
 山本町老人ふれあいプラザ・西上自治会場・神田分館・辻分館 

河内分館・神田土井集会場・ 

受 益 者  山本町住民、会員 従事人数 9人 

本 事 業 の 評 価 

正しい認知症の知識を学び「新し

い認知症観」の普及・啓発。地域

のネットワークづくり（地域の病

院・銀行の活動参加） 

次年度以降の

実施予定 

 

継続・廃止 

決 算 額 

収入額       129,161円 支出額        129,161円 

 内訳 受取交付金  20,067円  内訳 消耗品費  53,756円 

    受取負担金  22,000円     賄材料費  31,481円 

    受託事業収益 87,094円 

 （前々年度消費税過払額返還） 

    食糧費    7,903円 

    諸謝金   30,000円 

           新聞図書費   6,021円 

 

(18)  

事 業 名 魅力あふれる地域づくり事業（市民活動サポート事業） 

事 業 目 的 

貸し出し用として保管している様々な備品を充実させたり、修

理等保守・在庫管理を適切に行うことで、現状実施されている活

動がさらに活発化することを目指す。新規活動の問合わせがあっ

た時は、前向きに検討し、市民活動のすそ野を広げる一端を担う。 

事 業 内 容 

グランドゴルフ、ペタンクなどの活動に必要な用具・備品を整

備し、保管および貸出しを行った。状況に応じて、用具・備品を

修理・補充をした。 

実 施 日 時  令和６年４月～７年３月 

実 施 場 所  山本支所 

受 益 者  山本町住民 従事人数 2人 

本 事 業 の 評 価 

町民の交流行事に、その都度、必

要数の備品を貸し出すことで、地

域の行事をサポートできた。 

次年度以降の

実施予定 

 

継続・廃止 

決 算 額 

収入額            0円 支出額           0円 

 内訳 受取交付金     0円  内訳 消耗品費      0円 

    



１３ 

 

（19） 移譲業務 

事 業 名 公共施設管理 

事 業 目 的 
公共施設内の消耗品等の補充業務と、農林水産課・健康課と連

携し軽微な修繕を行う。 

事 業 内 容 
山本町保健センター・山本町農村環境改善センター・山本町老

人ふれあいプラザの３施設が対象。 

実 施 日 時  令和６年４月～７年３月 

実 施 場 所 
 山本町保健センター・老人ふれあいプラザ・山本町農村環境改

善センター 

受 益 者   従事人数 2人 

本 事 業 の 評 価 
年間通して消耗品の補充等をし、

利用者が快適に利用できている。 

次年度以降の

実施予定 

 

継続・廃止 

決 算 額 

収入額        19,211円 支出額       19,211円 

 内訳 受取交付金  19,211円  内訳 消耗品費  19,211円 

    

 
（20） 移譲業務 

事 業 名 交通安全 

事 業 目 的 
交通安全週間中、山本町内の交差点で交通安全キャンペーン活

動を支援する。 

事 業 内 容 

キャンペーン活動実施時に、のぼり旗を持参し活動の支援をす

る。 

使用用具を指定場所にて保管。 

実 施 日 時 4/10 7/5  9/30 

実 施 場 所  長瀬交差点・山本支所前交差点 

受 益 者  山本町住民他 従事人数 2人 

本 事 業 の 評 価 

キャンペーン実施時に活動支援を

行い、交通事故防止の一助となっ

ている。 

次年度以降の

実施予定 

 

継続・廃止 

決 算 額 

収入額       1,166円 支出額      1,166円 

 内訳 受取交付金 1,166円  内訳 食糧費  1,166円 

    

 
（21） 移譲業務 

事 業 名 三豊市自治会連合会山本支部事務局 

事 業 目 的 三豊市自治会連合会山本支部事務局を担当する。 

事 業 内 容 
総会・役員会の開催、助成金の支払い、防犯灯の受付業務、広

報送付作業と管理、その他を移譲業務として担当する。 

実 施 日 時  令和６年４月～７年３月 

実 施 場 所  山本支所1階会議室・2階大会議室 

受 益 者  山本町住民 従事人数 2人 

本 事 業 の 評 価 

自治会連合会山本支部の年間活動

を、年間通してスムーズに運営で

きた。 

次年度以降の

実施予定 

 

継続・廃止 

決 算 額 

収入額       295,000円 支出額       295,000円 

 内訳 受取交付金 295,000円  内訳 支払助成金 295,000円 

    



１４ 

 

（22） 移譲業務 

事 業 名 三豊市地区衛生組織連合会山本支部事務局 

事 業 目 的 三豊市地区衛生組織連合会山本支部の事務局を担当する。 

事 業 内 容 支部事業等（役員会・総会・その他事業）を推進する。 

実 施 日 時  令和６年４月～７年３月 

実 施 場 所  山本支所会議室 

受 益 者   従事人数 2人 

本 事 業 の 評 価 
地区衛生組織山本支部事業を、年

間通してスムーズに推進できた。 

次年度以降の

実施予定 

 

継続・廃止 

決 算 額 

収入額         ―円 支出額         ―円 

 内訳  内訳 

※三豊市地区衛生組織連合会山本支部（別会計）として事業を

実施 

 
（23） 移譲業務 

事 業 名 その他の移譲業務 

事 業 目 的 その他の移譲業務について事務局を担当する。 

事 業 内 容 
グリーンパトロールの窓口業務、イベント用品貸出しに関する

受付業務他 

実 施 日 時  令和６年４月～７年３月 

実 施 場 所  山本町内 

受 益 者  山本町住民 従事人数 2人 

本 事 業 の 評 価 

グリーンパトロールの窓口業務

や、用品貸し出し業務を、年間通

してスムーズに実行できた。 

次年度以降の

実施予定 

 

継続・廃止 

決 算 額 
収入額         ―円 支出額         ―円 
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３ 総会、代議員会、理事会等の開催状況 

 

会 議 名 特定非営利活動法人まちづくり推進隊山本通常総会 

開 催 日 時  令和6年 4月25日 19時～ 20時50分 出席状況 
 16人 

（委任状35人） 

審 議 及 び

議 決 内 容 

第1号議案 議事録署名人の選任について 

第2号議案 令和5年度事業報告・決算報告について 

第3号議案 令和6年度事業計画（案）・収支予算（案）について 

第4号議案 役員の報酬及び費用弁償に関する規程について 

 

 

会 議 名 第１回特定非営利活動法人まちづくり推進隊山本理事会 

開 催 日 時 令和6年 4月15日 19時～21時15分 出席状況 

理事  7人 

（委任状2通） 

監事 1人 

審 議 及 び議

決 内 容 

第1号議案 議事録署名人の選任について 

第2号議案 令和5年度事業報告及び収支決算の承認について 

第3号議案 令和6年度事業計画（案）/予算（案）について 

第4号議案 役員について 

 

 

会 議 名 第2回特定非営利活動法人まちづくり推進隊山本理事会 

開 催 日 時 令和6年 7月23日 19時～20時 出席状況 

理事  7人 

（委任状1通） 

監事 1人 

審 議 及 び議

決 内 容 

第1号議案 議事録署名人の選任について 

第2号議案 活動結果報告について 

第3号議案 第一四半期会計報告について 

第4号議案 事務局の提示版利用について 

第5号議案 ７町合同広報誌発行について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１６ 

 

 

会 議 名 第3回特定非営利活動法人まちづくり推進隊山本理事会 

開 催 日 時 令和6年 10月3日 19時～20時 出席状況 

 理事  6人 

(委任状2通) 

監事  1人 

審 議 及 び議

決 内 容 

第1号議案 議事録署名人の選任について 

第2号議案 活動結果報告について 

第3号議案 第２四半期会計報告について 

第4号議案 令和７年度事業計画・予算（案）について 

第5号議案 交付金制度の廃止について 

第6号議案 今後の日程について 

 

 

 

会 議 名 第4回特定非営利活動法人まちづくり推進隊山本理事会 

開 催 日 時 令和6年 12月19日 19時～20時45分 出席状況 
理事  8人 

監事  1人 

審 議 及 び議

決 内 容 

第1号議案 議事録署名人の選任について 

第2号議案 活動結果報告について 

第3号議案 今年度予算の見通しについて 

第4号議案 交付金制度の廃止について 

第5号議案 今後の日程について 

 

 

 

会 議 名 第5回特定非営利活動法人まちづくり推進隊山本理事会 

開 催 日 時 令和7年 2月13日 19時～20時45分 出席状況 理事  8人 

審 議 及 び議

決 内 容 

第1号議案 議事録署名人の選任について 

第2号議案 活動結果報告について 

第3号議案 今年度予算の見通しについて 

第4号議案 令和7年度事業計画（案）について 

第5号議案 令和7年度理事会体制について 

第6号議案 今後の日程について 

 

 

 

 

 

 

 



１７ 

 

 

会 議 名 第6回特定非営利活動法人まちづくり推進隊山本理事会 

開 催 日 時 令和7年 3月6日 19時～20時30分 出席状況 

理事  7人 

（委任状1通） 

監事 1人 

審 議 及 び議

決 内 容 

第1号議案 議事録署名人の選任について 

第2号議案 活動結果報告について 

第3号議案 今年度予算の見通しについて 

第4号議案 令和7年度事業計画（案）について 

第5号議案 交付金終了に関する説明会について 

第6号議案 NPO法人解散に関する業務委託について 

 

会 議 名 第７回特定非営利活動法人まちづくり推進隊山本理事会 

開 催 日 時 令和7年 3月28日 19時～20時00分 出席状況 
理事   7人 

（委任状1通） 

審 議 及 び議

決 内 容 

第1号議案 議事録署名人の選任について 

第2号議案 活動結果報告について 

第3号議案 今年度予算の見通しについて 

第4号議案 令和7年度事業計画（案）について 

第5号議案 交付金終了に関する説明会について 

第6号議案 NPO法人解散に関する業務委託について 

 








































